
屋外や浴室など湿気が多い場所や直接水のかかる場所に設置しない
火災、感電の原因になります。

電源線が破損するようなことはしない
傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、
重たいものを載せたり、束ねたり、挟み込んだり、加熱したりしないでください。
傷んだまま使用すると、火災、感電の原因になります。

腐食性ガスや可燃性ガスなどの雰囲気中に設置しない
火災の原因になります。

粉塵の多い場所に設置しない
火災、感電の原因になります。

塩害地域に設置しない
感電の原因になります。

指定する電源(AC200V)以外では使用しない
火災の原因になります。

警告

禁止

水場での使用禁止

必ず実行

商品は十分強度がある平らで垂直な壁面に確実に取り付ける
落下してけがの原因になります。注意

商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

　 は、必ず実行していただく
「強制」の内容です。
左図は、「必ず実行」を示します。
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ヒーター有の場合 ヒーター無の場合

ヒーター切替
スイッチ

風量切替
スイッチ

電源
スイッチ

風量切替
スイッチ

電源
スイッチ



施工方法3
3-1 施工前の注意

■定格以上の過電流遮断器を単独で設置し、指定の電源を印加してください。

TYC411型

定格10A以上

AC200V±10％

過電流遮断器

電　　　　源
備　　　　考 100V印加すると動作しない

この施工方法は新設の場合を基準に作成しております。

警告

電気工事は「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」
および施工説明書に従って、電気工事士の資格を
もった方が行う
不確実な接続をすると、接続部が発火し火災の原因になります。

電源には漏電遮断器を取り付ける
故障や漏電の際に、感電する原因になります。

必ず実行



ベースプレートの取り付け

注意

2
商品は十分強度がある平らで垂直な壁面に
確実に取り付ける
落下してけがの原因になります。必ず実行

・ ベースプレートをタッピンねじ（φ4.5×30、3本)を用いて、確実に壁面に固定します。
※タイルやコンクリートの壁面に取り付ける
   場合には、樹脂プラグ（現場手配）などを
   使用して取り付けてください。
※タッピンねじ１本あたりの引き抜き
　強度1000N以上確保してください。
※男女共用の場合は、女性用の高さに
　合わせてください。



電源線を外すときはここを
電工ドライバーマイナスで
強く押してください。

・

各々の芯線がまっすぐ15mm出ている状態に加工し、端子穴に芯線を“グッ”と奥まで
確実に差し込んでください。



試運転4

４. 動作の確認
・ 乾燥室内部に手を差し込み、風が吹き出すことを確認してください。

５. 風量切替スイッチ、ヒーター切替スイッチの確認
・ 風量切替スイッチおよびヒーター切替スイッチを操作し、モードが切り替わって
  いるか確認してください。
※切替操作は、運転が完全に停止してから行ってください。

■ 取り付けが完了しましたら、以下の方法で試運転を行ってください。
・ 水受けトレイを取り付けている場合は水受けトレイを取り外してください。

ヒーター有の場合 ヒーター無の場合

ONON ONONON ON

電源スイッチ

３. 照明の確認
・ 電源スイッチを入れて照明の点灯を確認してください。
  照明がつかないときは、もう一度、電源スイッチを確認してください。
  照明が点滅しているときは、指定の電源が印加されているか確認してください。
※TYC411型(200V)に100V電源を印加すると、照明が点滅することがあります。
※照明が不要の場合は設定変更ができます(エラー時には照明が点滅します)。

２. 電源スイッチの投入
　・ 電源スイッチを「ON」にしてください。

繰り返す

１. 電源の投入
・ 屋内電源のブレーカーを「入」にしてください。

試運転での動作確認が終了しましたら、「取扱説明書（保証書付）」「側面お掃除シート」を
お客様に渡し、商品の使いかたについて説明してください。



乾燥室の照明を消したい場合は

運転音を切り替える場合は

乾燥室の照明を消したい場合(常時「消灯」設定)　

乾燥室の照明を元に戻す場合(常時「点灯」設定)　
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